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GP審査要項（日本学生支援機構HP    
















ご協力をよろしくお願いします。       （文責：教育支援システム研究部門 青野 透）  
 
○●○ 「アメリカの大学における大学教員評価制度に関する一考察」 
－第 157 回共同学習会発表報告 ○●○ 



















Affairs Division）、(2)「評価センター」（Center for Institutional Evaluation, Research and Planning）、
(3)「教授センター」（Center for Effective Teaching and Learning）の 3 組織が関連している。 
 これらの関連組織を有するエルパソ校における大学教員評価制度の特色として、以下の 2 点を挙げ
ることができる。 
まずは、教授センターや評価センターが、各カレッジの大学教員評価が円滑に実施されるように支
援する役割を担っていることである。これらのセンターが 1990 年代以降に創設されたことに鑑みる
と、昨今の大学教員評価制度が従来の同僚評価（peer review）、つまり、主に学科やカレッジの構成
員による評価を原則としつつも、カレッジ外の組織に一定程度依存した上で成立していることは注目
に値する。 
次に、学事部門が各カレッジに対して大学教員評価に関する権限を有していることである。例えば、
各カレッジの大学教員評価の内容が大学の使命に即していない場合、一般的には各カレッジの専権事
項と思われる評価内容について、学事部門が修正を命ずる権限を有しているのである。このようなト
ップダウンとでもいえる権限関係が大学教員評価において見られることは、学科やカレッジレベルを
含めた大学全体で、多元的な評価を調和的なものにしていく上で示唆的である。 
 以上、簡略かつ断片的ではあるが、発表内容の報告をさせていただいた。今回の発表が何らかの意
義を有していたのであれば、発表者としてこれ以上の喜びはない。 
最後に、発表にあたっては、大学教育開発・支援センター長の青野透先生から一方ならぬご厚意を
賜った。また、同センターの早田幸政先生、西山宣昭先生、堀井祐介先生、渡辺達雄先生からは発表
に対して貴重なご意見を頂戴しただけではなく、暖かいご配慮をもいただいた。さらに、いちいちお
名前を挙げることはできないが、共同学習会に出席されたその他諸先生方からも有益なご指摘を賜っ
た。ここに謝意を表して報告を閉じさせていただくことにしたい。  
（文責：大学教育開発・支援センター客員研究員、吉田武大） 
 
